
長崎県がん診療連携拠点病院県民公開講座

長崎ブリックホール国際会議場会 場：

平成３０年9月２２日(土)日 時：

13：00〜15：40（12：00開場）

講 演：『 女性特有のがんについて(乳がん・子宮頸がん) 』

◎お問い合わせ
長崎大学病院 がん診療センター
担当：藤原・青木・尾﨑 /  電話：095-819-7779
H P： http://www.mh.nagasaki-u.ac.jp/coc/index.html

※上記HPからも案内状のダウンロードができます。

入 場： 無 料/定員500名

主催 長崎県・長崎大学病院（長崎県がん診療連携拠点病院）
後援 一般社団法人長崎県医師会、一般社団法人長崎市医師会、一般社団法人長崎県薬剤師会、公益社団法人長崎県看護協会、

株式会社長崎新聞社、西日本新聞社長崎総局、ＮＨＫ長崎放送局、NBC長崎放送、NCC長崎文化放送、KTNテレビ長崎、
NIB長崎国際テレビ、第一生命保険株式会社長崎支社
長崎県がん診療連携協議会、長崎大学大学院医歯薬学総合研究科革新的ながん治療・予防研究ユニット
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン

『 フルートとピアノによるミニコンサート 』

※事前の参加申し込み
は必要ありませんので、
ぜひご参加ください！

※詳細なプログラムは裏面をご覧ください。

【プロフィール】
1965年北海道出身。1985年女優デビュー。
ドラマや映画、舞台など幅広く活動、一躍人気女優となる。
2011年に子宮頸がんが発覚、翌年手術。二度の手術を経験。5年後の
2017年に再発し、同年11月には再々発を経て、現在抗がん剤治療中。
2013年に著書『がんを身籠って』を出版、早期発見の大切さや発病
した方への情報共有のため、講演活動も精力的に行い、啓蒙活動に取り
組んでいる。また、リンパ浮腫に悩む女性のためのコミュニティサイト
「シエスタ」を運営する。
「あるがまま」のその姿は、多くの人に生きる希望や勇気を与えている。

『 あるがまま・がんと歩む

〜子宮頚がん、リンパ浮腫、 再々発を経て～ 』

特別講演：

古村 比呂女優

演 奏：



開会のあいさつ（１３：００～）

長崎大学病院 副病院長 酒井 英樹

第一部①（１３：０５～１３：５０）
司 会：長崎大学病院 がん診療センター副センター長 福田 実

講 演『 女性特有のがんについて 』

演 者1：「乳がん」 長崎大学病院 腫瘍外科 助教 松本 恵
演 者2：「子宮頸がん」 長崎大学病院 産科婦人科 講師 嶋田 貴子

休 憩（１０分）

第一部②（１４：００～１４：２０）

演 奏『 フルートとピアノによるミニコンサート 』
フルート：下釜 佳奈子 ピアノ：山道 由佳

休 憩（１０分）

第二部（１４：3 0～１５：３０）
司 会：長崎大学病院 がん診療センターセンター長 芦澤 和人

特別講演

『 あるがまま・がんと歩む
〜子宮頚がん、リンパ浮腫、再々発を経て ～』

閉会のあいさつ（1５：３０～）
長崎県福祉保健部 部長

長崎県がん診療連携拠点病院 県民公開講座 がんについてよく考えよう

プログラム

女優 古村 比呂
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